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日本新薬が目指す姿

ヘルスケア分野で存在意義のある会社ヘルスケア分野で存在意義のある会社
～社員一人ひとりが成長し、誇りを持って働ける組織～

【医薬品事業】
自社が得意とする領域をターゲットに
病気でお困りの患者さんにとって福音となる、
高品質で特長のある医薬品を提供する会社

【機能食品事業】
製薬企業としての高い技術力を活かして、
高品質の製品を提供できるカンパニー
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経営理念

人々の健康と人々の健康と

豊かな生活創りに貢献する豊かな生活創りに貢献する

スローガン
 

「健康未来、創ります。」
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病気でお困りの患者さんを最優先に考え、他剤に比較して有効性、安

 全性、患者さんのＱＯＬ面で何かひとつでも優れている医薬品および顧

 客ニーズを満たす質の高い機能食品を創出・提供する。

法令や社内規則を遵守することはもちろん、社会的責任を絶えず意識

 し、高い倫理観をもって行動する。

目標の達成に向け、前向きにチャレンジし、業務の推進を通じて成長

 する。

経営方針

高品質で特長のある製品を提供する

社会からの信頼を得る

一人ひとりが成長する

顧 客

社 会

社 員
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行動指針

チャレンジ（Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ）チャレンジ（Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ）

スピード（Ｓｐｅｅｄ）スピード（Ｓｐｅｅｄ）

インベスティゲーション（Ｉｎｖｅｓｔｉｇａｔｉｏｎ）インベスティゲーション（Ｉｎｖｅｓｔｉｇａｔｉｏｎ）

私たちは、倫理観に基づく強い信念と責任感を持ち、さまざまな目標

 に対して、常にポジティブ思考で前向きに取り組む。

私たちは、何事にも、スピード感をもって、迅速に、機を逸することなく

 行動する。

私たちは、幅広く収集した情報を綿密に調査･分析し、目標達成に向

 けてしっかり計画を立て、PDCAサイクルを確実に回す。
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ますます厳しさを増す環境

経営計画

第四次５ヵ年中期経営計画（２００９～２０１３）

「改革と成長」

改革：
戦略的な研究開発マネジメント
効率的かつ科学的な販売品目管理

ローコストマネジメント
生産性の向上
人材育成策の充実

成長：
収益の向上
新製品の発売
経営資源の重点配分



定量目標
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定量目標

売上高
 

８００億円

営業利益
 

１００億円

医薬品
 

６５０億円

機能食品
 

１５０億円

※（

 
）内数字は２００９～２０１３年度のＣＡＧＲ

（５％）

（５％）

（３％）

（６％）

当期純利益
 

６０億円 （６％）
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さらに導入活動や既存製品の製剤工夫を推進

中期的な上市予定

シアリス（タダラフィル）
勃起不全

タダラフィル
前立腺肥大症

キロサイドN注1g
再発・難治性ＡＭＬ

NS-17
骨髄異形成症候群

NS-126
アレルギー性鼻炎

ガスロンN・OD錠4mg

 胃炎・胃潰瘍
NS-315

がん性疼痛

タダラフィル
肺動脈性肺高血圧症

NS-11
アルコール依存症

２００９年度～２０１３年度領域

泌尿器科

血液内科

耳鼻咽喉科

全診療科

その他



定性目標
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定性目標

自社創薬、導入およびＰＬＣＭを研究開発活動の柱とし、開発

パイプラインの充実と新製品の着実な上市を実現する

医薬品においては、効率的かつ科学的な品目管理を通じて

新製品と在来品をバランスよく成長させる

高品質な製品を安定的に供給し、顧客からの信頼を得る

機能食品カンパニーにおいては、業容の拡大と安定的収益

体質への転換を果たす

ローコストマネジメントの推進により、収益性を向上させる

人材育成策の充実や人事諸制度の見直し等により、組織を

活性化させて経営基盤を強化するとともに、社員一人ひとりの

成長を支援する

ＣＳＲ活動、社内外への広報活動を通じて、社会からの信頼を得る
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研究開発

研究開発パイプラインの充実と着実な上市の実現

（１）自社創薬力の強化

（２）製品・開発品の導入

（３）ＰＬＣＭおよび育薬の充実

（４）臨床開発の
 スピード化

早
期
承
認
取
得

（６）自社開発品の導出
（７）他社とのアライアンス検討

核酸医薬品・核酸事業の推進

（５）
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在
来
主
力
品

新
製
品

営業

効率的かつ科学的な販売品目管理

維持

速やかな伸長
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サプライチェーン・信頼性保証

ローコストマネジメント

高品質原薬・製品の安定供給

・製造販売業の信頼性保証確保
・小田原総合製剤工場のＢＣＰを推進
・委託製造先との危機管理の検討、協議

製
造
コ
ス
ト

調
達
コ
ス
ト

物
流
コ
ス
ト

在
庫
圧
縮

総人員削減

製造委受託

等

二社購買

価格折衝

送品の共同化

送品先の集約化

アウトソーシング

等

製造回数の削減

製品毎の適正在庫

製
造
コ
ス
ト

調
達
コ
ス
ト

物
流
コ
ス
ト

在
庫
圧
縮

総人員削減

製造委受託

等

二社購買

価格折衝

送品の共同化

送品先の集約化

アウトソーシング

等

製造回数の削減

製品毎の適正在庫
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機能食品カンパニー

重点品目の拡販と安定的収益体質への転換

たん白類

ニュートリション素材

品質安定剤

健康食品素材

利益確保、新たな販路拡大
技術力向上、安価・安定・高品質

販路拡大、新素材開発、技術力強化
製品ラインナップ充実

新たな販路拡大、新製品発売
海外進出検討

高認知度新製品開発、販路拡大
技術力強化、高利益確保



18

人員

正
規
従
業
員
数

正
規
従
業
員
数

連結１７００人体制維持

人材ポートフォリオ整理
再雇用、嘱託、派遣、パート等の活用
アウトソーシング化

ＭＲ540名→650名

創薬研究部門に人材を投入

製造、管理部門はスリム化

2008年度 2013年度

社員一人あたりの生産性を向上させる

（単体１６００人）
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人事制度の見直し、定着化

再雇用制度見直し

セカンドキャリア支援策の検討

人事制度・人材育成

人事諸制度の見直し

教育研修体系（ＣＡＳＡ）の浸透と充実

部門共同の採用活動、社内表彰制度の体系化・充実化

全社的安全衛生管理体制構築

メンタルヘルスケア、ワークライフバランス推進

人材育成・採用・社員活性化策の充実
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環境自主目標の達成
ＣＳＲ報告書の発行

経営管理

戦略的ＣＳＲの推進

日本新薬の社外認知度向上を目指すとともに、
社員のモチベーション向上につなげる

広報活動、ＩＲの積極的推進
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配当方針

配当金

2008200720062005 2013

連結配当性向３０％前後を維持する。

60億円

当期純利益を伸長することで、当期純利益を伸長することで、
配当金をＵＰ配当金をＵＰ

45億円

年間１０円の配当金は最低でも維持。

当期純利益
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まとめ

ヘルスケア分野で存在意義のある会社
（社員一人ひとりが成長し、誇りを持って働ける組織）

• チャレンジ（Challenge）
• スピード（Speed）
• インベスティゲーション（Investigation）

• 高品質で特長のある製品を提供する

 

（顧客）
• 社会からの信頼を得る

 

（社会）
• 一人ひとりが成長する

 

（社員）

第四次５ヵ年中期経営計画

 

「改革と成長」
改革：戦略的な研究開発マネジメント、効率的かつ科学的な販売品目管理、

ローコストマネジメント、生産性の向上、人材育成策の充実
成長：収益の向上、新製品の発売、経営資源の重点配分

人々の健康と豊かな生活創りに貢献する
（スローガン）
健康未来、創ります。

日本新薬が目指す姿

日本新薬が目指す姿を
実現するための基本方針

経営方針

経営計画

日本新薬が目指す姿を
実現するためのシナリオ

行動指針

日本新薬が目指す姿を
実現するための行動原理

経営理念

日本新薬が目指す姿を
実現するための信条



将来見通しに関する注意事項将来見通しに関する注意事項

本発表において提供される資料ならびに情報は、いわゆる「見通し情報」を含みます。こ本発表において提供される資料ならびに情報は、いわゆる「見通し情報」を含みます。こ
れらの文書は、現在における見込み、予測、リスクを伴う想定、実質的にこれらの文書とれらの文書は、現在における見込み、予測、リスクを伴う想定、実質的にこれらの文書と
は異なる現実的な結論、結果を招きえる不確実性に基づくものです。は異なる現実的な結論、結果を招きえる不確実性に基づくものです。

それらリスクや不確実性には、一般的な業界ならびに市場の状況、金利、貨幣為替変それらリスクや不確実性には、一般的な業界ならびに市場の状況、金利、貨幣為替変
動といった一般的な国内および国際的な経済状況が含まれます。リスクや不確実性は、動といった一般的な国内および国際的な経済状況が含まれます。リスクや不確実性は、
特に製品に関連した見通し情報に存在します。製品のリスク、不確実性には、技術的進特に製品に関連した見通し情報に存在します。製品のリスク、不確実性には、技術的進
歩、特許の競合他社による獲得、臨床試験の完了、製品の安全性ならびに効果に関する歩、特許の競合他社による獲得、臨床試験の完了、製品の安全性ならびに効果に関する
クレームや懸念、規制機関による承認取得、国内外の社会保障制度関連改革、マネージクレームや懸念、規制機関による承認取得、国内外の社会保障制度関連改革、マネージ
ドケア、健康管理コスト抑制への傾向、国内外の事業に影響を与える政府の法規制、新ドケア、健康管理コスト抑制への傾向、国内外の事業に影響を与える政府の法規制、新
製品開発に付随する課題などが含まれますが、これらに限定されるものではありません。製品開発に付随する課題などが含まれますが、これらに限定されるものではありません。

また、承認済み製品に関しては、製造およびマーケティングのリスクがあり、需要を満たまた、承認済み製品に関しては、製造およびマーケティングのリスクがあり、需要を満た
す製造能力を欠く状況、原材料の入手困難、市場の需要が得られない場合などが含まれす製造能力を欠く状況、原材料の入手困難、市場の需要が得られない場合などが含まれ
ますが、これに限定されるものではありません。ますが、これに限定されるものではありません。

新しい情報、将来の出来事もしくはその他の事項より、見通し情報に更新もしくは改正新しい情報、将来の出来事もしくはその他の事項より、見通し情報に更新もしくは改正
が望ましい場合であっても、それを行う意図を有するものではなく、義務を負うものではあが望ましい場合であっても、それを行う意図を有するものではなく、義務を負うものではあ
りません。りません。


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23

